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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】令和1年6月6日(2019.6.6)

【公表番号】特表2018-519877(P2018-519877A)
【公表日】平成30年7月26日(2018.7.26)
【年通号数】公開・登録公報2018-028
【出願番号】特願2017-558992(P2017-558992)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   1/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｂ   1/018    (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  23/24     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    1/12     ５１０　
   Ａ６１Ｂ    1/018    ５１４　
   Ｇ０２Ｂ   23/24     　　　Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成31年4月26日(2019.4.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　起上部を備える器具を清掃するための装置であって、前記装置は容器とカバーとを備え
、
前記容器は、２本のノズルと、１本、２本、３本、４本、５本またはそれ以上のチューブ
と、前記容器の底部にある排液穴とを備え、前記２本のノズルは、前記１本、２本、３本
、４本、５本またはそれ以上のチューブと流体的に連結しており、かつ前記２本のノズル
は、前記起上部周囲の空間付近に配置されるよう、及び／または該空間内に挿入されるよ
う構成されており、
前記カバーが前記容器の上で閉じられる時、前記容器と水密リムを備える１つの開口部と
に前記カバーが接する縁部に沿って、前記カバーと前記容器とが水密シールを形成し、前
記開口部は、前記器具を保持するために構成されており、かつ前記水密リムは、前記器具
周囲に水密シールを形成するために構成されている、
前記装置。
【請求項２】
　前記２本のノズルに流体的に連結した１本のチューブを備える、請求項１に記載の装置
。
【請求項３】
　前記２本のノズルに流体的に連結した２本のチューブを備える、請求項１に記載の装置
。
【請求項４】
　請求項１に記載の装置、及び起上部を備える医療器具を備えた、システム。
【請求項５】
　前記医療器具が、十二指腸内視鏡、線状の超音波内視鏡、または側視内視鏡である、請
求項４に記載のシステム。
【請求項６】
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　起上部を備える器具を清掃するためのシステムであって、前記システムは装置とポンプ
とを備え、
前記装置は容器とカバーとを備え、前記容器は、２本のノズルと、１本、２本、３本、４
本、５本またはそれ以上のチューブと、前記容器の底部にある排液穴とを備え、前記２本
のノズルは前記１本、２本、３本、４本、５本またはそれ以上のチューブに流体的に連結
しており、かつ前記２本のノズルは、前記器具の前記起上部周囲の空間付近に配置される
よう、及び／または該空間内に挿入されるよう構成されており、前記カバーが前記容器の
上で閉じられる時、前記容器と水密リムを備える１つの開口部とに前記カバーが接する縁
部に沿って、前記カバーと前記容器とが水密シールを形成し、前記開口部は、前記器具を
保持するために構成されており、かつ前記水密リムは、前記器具周囲に水密シールを形成
するために構成されており、
前記ポンプは液体を前記装置内に供給するために構成されており、前記ポンプは、前記１
本、２本、３本、４本、５本またはそれ以上のチューブを通じて前記装置へと連結してい
る、
前記システム。
【請求項７】
　前記液体が、水、磁気を帯びた水、水性溶液、または磁気を帯びた水性溶液である、請
求項６に記載のシステム。
【請求項８】
　前記液体が消毒剤溶液である、請求項６に記載のシステム。
【請求項９】
　前記ポンプが高圧ポンプである、請求項６に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記ポンプが、約４０～６０、６０～８０、８０～１００、１００～１２０、１２０～
１４０、１４０～１６０、１６０～１８０、または１８０～２００ＰＳＩまで前記液体を
加圧するために構成されている、請求項６に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記液体に磁気を帯びさせるために構成されている磁気水生成器をさらに備えるシステ
ムであって、前記磁気水生成器が、前記１本、２本、３本、４本、５本またはそれ以上の
チューブを通じて前記ポンプへと連結している、請求項６に記載のシステム。
【請求項１２】
　空気及び／または液体を前記装置の外に出すために構成されているバキュームをさらに
備えるシステムであって、前記バキュームが、前記１本、２本、３本、４本、５本または
それ以上のチューブを通じて前記装置へと連結している、請求項６に記載のシステム。
【請求項１３】
　排液収集コンポーネントをさらに備えるシステムであって、前記排液収集コンポーネン
トが、前記装置の前記底部を収容するために、及び前記排液穴を通じて排出された前記液
体を収集するために構成されている、請求項６に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記排液収集コンポーネントと前記装置の前記底部とが、前記装置の前記底部に前記排
液収集コンポーネントが接する縁部に沿って気密シールを形成するために構成されている
、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記排液収集コンポーネントに連結しており、かつ空気及び／または液体を前記排液収
集コンポーネントの外に出すために構成されている、バキューム
をさらに備える、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１６】
　起上部を備える器具をさらに備える、請求項６に記載のシステム。
【請求項１７】
　医療器具が、十二指腸内視鏡、線状の超音波内視鏡、または側視内視鏡である、請求項
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１６に記載のシステム。
【請求項１８】
　起上部を備える医療器具を清掃する方法であって、
　請求項１に記載の装置へと前記医療器具を挿入することと、
　前記医療器具を清掃するために前記装置を作動させることと
を含む、前記方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の様々な実施形態は、起上部を備える医療器具を清掃する方法を提供する。方法
は、本明細書に記述されるような装置またはシステムへと医療器具を挿入すること、及び
医療器具を清掃するために装置またはシステムを作動させることを含んでもよい。本発明
に従って、器具は、十二指腸内視鏡、線状の超音波内視鏡、または側視内視鏡であっても
よい。
　[本発明1001]
　起上部を備える器具を清掃するための装置であって、前記装置は容器とカバーとを備え
、
前記容器は、2本のノズルと、1本、2本、3本、4本、5本またはそれ以上のチューブと、前
記容器の底部にある排液穴とを備え、前記2本のノズルは、前記1本、2本、3本、4本、5本
またはそれ以上のチューブと流体的に連結しており、かつ前記2本のノズルは、前記起上
部周囲の空間付近に配置されるよう、及び／または該空間内に挿入されるよう構成されて
おり、
前記カバーが前記容器の上で閉じられる時、前記容器と水密リムを備える1つの開口部と
に前記カバーが接する縁部に沿って、前記カバーと前記容器とが水密シールを形成し、前
記開口部は、前記器具を保持するために構成されており、かつ前記水密リムは、前記器具
周囲に水密シールを形成するために構成されている、
前記装置。
[本発明1002]
　前記2本のノズルに流体的に連結した1本のチューブを備える、本発明1001の装置。
[本発明1003]
　前記2本のノズルに流体的に連結した2本のチューブを備える、本発明1001の装置。
[本発明1004]
　組み合わせでの、本発明1001の装置、及び起上部を備える医療器具。
[本発明1005]
　前記医療器具が、十二指腸内視鏡、線状の超音波内視鏡、または側視内視鏡である、本
発明1004の組み合わせ。
[本発明1006]
　起上部を備える器具を清掃するためのシステムであって、前記システムは装置とポンプ
とを備え、
前記装置は容器とカバーとを備え、前記容器は、2本のノズルと、1本、2本、3本、4本、5
本またはそれ以上のチューブと、前記容器の底部にある排液穴とを備え、前記2本のノズ
ルは前記1本、2本、3本、4本、5本またはそれ以上のチューブに流体的に連結しており、
かつ前記2本のノズルは、前記器具の前記起上部周囲の空間付近に配置されるよう、及び
／または該空間内に挿入されるよう構成されており、前記カバーが前記容器の上で閉じら
れる時、前記容器と水密リムを備える1つの開口部とに前記カバーが接する縁部に沿って
、前記カバーと前記容器とが水密シールを形成し、前記開口部は、前記器具を保持するた
めに構成されており、かつ前記水密リムは、前記器具周囲に水密シールを形成するために
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構成されており、
前記ポンプは液体を前記装置内に供給するために構成されており、前記ポンプは、前記1
本、2本、3本、4本、5本またはそれ以上のチューブを通じて前記装置へと連結している、
前記システム。
[本発明1007]
　前記液体が、水、磁気を帯びた水、水性溶液、または磁気を帯びた水性溶液である、本
発明1006のシステム。
[本発明1008]
　前記液体が消毒剤溶液である、本発明1006のシステム。
[本発明1009]
　前記ポンプが高圧ポンプである、本発明1006のシステム。
[本発明1010]
　前記ポンプが、約40～60、60～80、80～100、100～120、120～140、140～160、160～18
0、または180～200ＰＳＩまで前記液体を加圧するために構成されている、本発明1006の
システム。
[本発明1011]
　前記液体に磁気を帯びさせるために構成されている磁気水生成器をさらに備えるシステ
ムであって、前記磁気水生成器が、前記1本、2本、3本、4本、5本またはそれ以上のチュ
ーブを通じて前記ポンプへと連結している、本発明1006のシステム。
[本発明1012]
　空気及び／または液体を前記装置の外に出すために構成されているバキュームをさらに
備えるシステムであって、前記バキュームが、前記1本、2本、3本、4本、5本またはそれ
以上のチューブを通じて前記装置へと連結している、本発明1006のシステム。
[本発明1013]
　排液収集コンポーネントをさらに備えるシステムであって、前記排液収集コンポーネン
トが、前記装置の前記底部を収容するために、及び前記排液穴を通じて排出された前記液
体を収集するために構成されている、本発明1006のシステム。
[本発明1014]
　前記排液収集コンポーネントと前記装置の前記底部とが、前記装置の前記底部に前記排
液収集コンポーネントが接する縁部に沿って気密シールを形成するために構成されている
、本発明1013のシステム。
[本発明1015]
　前記排液収集コンポーネントに連結しており、かつ空気及び／または液体を前記排液収
集コンポーネントの外に出すために構成されている、バキューム
をさらに備える、本発明1013のシステム。
[本発明1016]
　起上部を備える器具をさらに備える、本発明1006のシステム。
[本発明1017]
　医療器具が、十二指腸内視鏡、線状の超音波内視鏡、または側視内視鏡である、本発明
1016の組み合わせ。
[本発明1018]
　組み合わせでの、本発明1006のシステム、及び起上部を備える医療器具。
[本発明1019]
　前記医療器具が、十二指腸内視鏡、線状の超音波内視鏡、または側視内視鏡である、本
発明1018の組み合わせ。
[本発明1020]
　起上部を備える医療器具を清掃する方法であって、
　本発明1001の装置へと前記医療器具を挿入することと、
　前記医療器具を清掃するために前記装置を作動させることと
を含む、前記方法。
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